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（単位：千円）

各
会
計
別
決
算
額

※１ 実質収支は、歳入から歳出と翌年度繰越財源を引いたものです。
※２ 単年度収支は、実質収支から前年度実質収支を引いたものです。
※３ 純利益は、収益的収入から収益的支出を引いたものです。

質
問

都
市
計
画
道
路
御
殿

山
小
倉
線
は
、
通
学
路
の
安

全
確
保
や
防
災
面
で
も
重
要

な
路
線
で
あ
り
、
地
元
住
民

か
ら
早
期
開
通
が
望
ま
れ
て

い
る
。
５
年
度
末
の
開
通
に

向
け
た
進
捗
と
課
題
を
聞
く
。

答
弁

３
年
度
は
市
道
渚
星

ケ
丘
線
側
か
ら
甲
斐
田
川
ま

で
の
区
間
の
う
ち
約
２
７
０

㍍
の
道
路
築
造
工
事
に
着
手

し
た
。
今
後
、
残
り
区
間
と

甲
斐
田
川
か
ら
北
側
約
４
２

０
㍍
に
お
い
て
も
５
年
度
末

ま
で
に
完
成
さ
せ
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
甲
斐
田
川
水

路
横
断
部
は
、
施
工
が
原
則

渇
水
期
に
限
ら
れ
る
こ
と
や

財
源
確
保
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
る
が
、
工
期
短
縮
や
費

用
軽
減
の
観
点
か
ら
修
正
設

計
を
進
め
て
い
る
。

京阪本線連続
立体交差事業
き
め
細
か
な
周
知
で

住
民
の
不
安
軽
減
を

質
問

京
阪
本
線
連
続
立
体

交
差
事
業
に
つ
い
て
、
３
年

度
か
ら
高
架
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
事
業
用
地
の
取

得
状
況
を
聞
く
。

な
お
、
工
事
期
間
は
長
き

に
わ
た
る
た
め
、
車
両
の
通

行
や
騒
音
等
に
関
す
る
き
め

細
か
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
周
辺

住
民
の
不
安
軽
減
に
努
め
、

事
業
費
を
効
率
的
、
効
果
的

に
執
行
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

３
年
度
末
ま
で
の
取

得
総
面
積
は
約
２
万
６
７
０

０
平
方
㍍
、
用
地
取
得
進
捗

率
は
約
８７
％
と
な
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
で

健
康
に
暮
ら
す
サ
ポ
ー
ト
を

質
問

ス
ポ
ー
ツ
の
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
時
に
市
民
が
共
に

盛
り
上
が
る
こ
と
は
、
ま
ち

の
活
性
化
の
観
点
か
ら
非
常

に
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
イ
ベ
ン
ト
事
業

費
の
支
出
用
途
を
聞
く
。

な
お
、
市
民
が
毎
日
を
健

康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ス
ポ

ー
ツ
を
活
用
し
た
継
続
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
要
望
す
る
。

答
弁

予
定
し
て
い
た
集
客

イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
し
た
が
、
そ
の
代
替
と
し

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

パ
ン
サ
ー
ズ
の
選
手
に
よ
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の

オ
ン
ラ
イ
ン
応
援
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
聖
火
の

採
火
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

質
問

市
は
、
枚
方
市
文
化

国
際
財
団
の
解
散
に
伴
う
残

余
財
産
３
・
３
億
円
を
ど
う

決
算
処
理
し
た
の
か
を
聞
く
。

な
お
、
こ
の
寄
附
金
は
、

総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
文
化
振
興
事
業
や
、

国
際
化
推
進
事
業
な
ど
、
同

財
団
の
設
立
目
的
の
事
業
に

充
て
る
こ
と
が
当
然
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
特
定
目
的
基
金

の
設
置
を
要
望
す
る
。

答
弁

残
余
財
産
は
、
使
途

が
限
定
さ
れ
な
い
自
由
な
一

般
寄
附
金
と
し
て
収
受
し
、

一
般
財
源
と
し
て
処
理
し
た
。

市 立
ひらかた病院
地
域
医
療
充
実
の
た
め

果
た
す
べ
き
役
割
は

質
問

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
公

的
病
院
と
し
て
の
役
割
を
再

認
識
さ
れ
、
ま
た
、
国
等
の

補
助
金
に
よ
り
医
療
機
器
や

医
療
体
制
等
が
充
実
し
た
と

言
え
る
。
今
後
、
在
宅
医
療

と
の
連
携
や
在
宅
で
の
み
と

り
へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム（
＊
３
）の

確
立
の
た
め
に
も
、
本
院
が

地
域
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
機
能
強
化
し
、

地
域
連
携
に
生
か
す
考
え
か
。

答
弁

北
河
内
医
療
圏
唯
一

の
公
立
病
院
と
し
て
担
っ
て

き
た
機
能
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
地
域
で
高
度
医
療
を

支
え
る
柱
と
な
る
急
性
期
病

院
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
緊
密

な
連
携
の
下
、
地
域
医
療
支

援
病
院（
＊
４
）と
し
て
の
責

務
を
果
た
す
考
え
で
あ
る
。

新型コロナ
感 染 症
臨
時
交
付
金
活
用
事
業

使
途
や
効
果
の
公
表
を

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
は
、
地
方
自
治
体

が
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
す
る
取

組
へ
原
則
自
由
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
が
、
国
か
ら
の
通

知
で
は
、
同
交
付
金
の
使
途

や
効
果
の
公
表
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
市
民
等
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
観
点
か
ら
も

対
象
事
業
や
実
績
等
を
公
表

す
べ
き
だ
が
、現
状
を
聞
く
。

答
弁

同
交
付
金
を
活
用
し

た
施
策
は
、
内
閣
府
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
ま
だ
公
表
で
き
て
お
ら

ず
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

整備工事中の御殿山小倉線
（写真は甲斐田川付近）

総合文化芸術センターで
実施された文化振興事業

質
問

医
師
会
館
が
、
市
立

ひ
ら
か
た
病
院
隣
接
地
に
移

転
し
、
同
会
館
に
初
期
救
急

医
療
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ

た
。
市
民
の
利
便
性
向
上
や

安
全
、安
心
、効
率
的
運
営
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
都

度
意
見
し
て
き
た
が
、
市
が

同
整
備
に
支
出
し
て
い
る
補

助
金
の
効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
一
帯
の
健
康
・
医

療
エ
リ
ア
と
し
て
の
周
知
と
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
保
健
所

機
能
の
集
約
を
要
望
す
る
。

答
弁

１
階
に
休
日
急
病
診

療
所
と
北
河
内
こ
ど
も
夜
間

救
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、

感
染
症
患
者
用
出
入
口
の
設

置
等
を
し
た
。
ま
た
、
３
階

に
休
日
歯
科
急
病
診
療
所
と

歯
科
医
師
会
事
務
所
を
併
設

し
、円
滑
な
連
携
に
資
し
た
。

３
歳
６
か
月
児
の
眼
科
検
査

機
器
導
入
に
よ
る
効
果
は

質
問

子
ど
も
の
目
の
異
常

は
、早
期
発
見
、早
期
治
療
が

有
効
で
あ
る
た
め
、
ス
ポ
ッ

ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

（
＊
１
）の
導
入
を
求
め
て
き

た
。
３
歳
６
か
月
児
健
康
診

査
で
導
入
し
、活
用
す
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、効
果
を
聞
く
。

な
お
、
健
診
受
診
率
向
上

の
た
め
の
周
知
を
要
望
す
る
。

答
弁

３
年
度
は
１
３
１
人

が
精
密
検
査
の
対
象
と
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
１
１
５
人
に

眼
科
の
異
常
が
認
め
ら
れ
、

医
療
機
関
で
経
過
観
察
や
治

療
を
行
っ
て
お
り
、
従
来
の

検
査
方
法
よ
り
多
く
の
子
ど

も
を
早
期
に
適
切
な
医
療
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

府
道
杉
田
口
禁
野
線

歩
道
拡
幅
へ
早
期
整
備
を

質
問

府
道
杉
田
口
禁
野
線

の
禁
野
地
区
に
お
け
る
歩
道

未
整
備
区
間
は
、特
に
通
勤
・

通
学
時
間
帯
に
多
く
の
歩
行

者
や
自
転
車
が
通
行
す
る
。

市
民
の
安
全
、安
心
の
た
め
、

歩
道
拡
幅
に
向
け
た
早
期
整

備
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
求

め
て
き
た
が
、
進
捗
状
況
と

今
後
の
予
定
を
聞
く
。

答
弁

府
で
進
め
ら
れ
て
い

た
現
道
内
で
の
歩
行
空
間
の

確
保
に
向
け
た
設
計
業
務
が

完
了
し
、
引
き
続
き
安
全
対

策
工
事
を
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
旨
を
確
認
し
た
。
今

後
、
同
工
事
の
早
期
完
成
に

向
け
、
府
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問

新
聞
、
雑
誌
は
社
会

の
中
で
必
要
な
最
新
情
報
が

多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

図
書
館
の
逐
次
刊
行
物
購
入

費
を
減
額
す
べ
き
で
な
い
と

求
め
て
き
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
２
年
度
に
比
べ
３
年

度
は
、
図
書
館
全
体
で
約
３

０
０
万
円
も
減
額
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
て
の
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
市
民
に
新
聞
、
雑

誌
を
し
っ
か
り
提
供
で
き
る

予
算
の
確
保
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
要
望
す
る
。

答
弁

知
識
情
報
の
拠
点
と

し
て
、
利
用
者
の
要
望
や
社

会
の
要
請
に
応
え
る
運
営
の

充
実
が
必
要
と
さ
れ
た
中
央

教
育
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま

え
た
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

公
立
保
育
所
に

ク
ー
ラ
ー
の
早
期
設
置
を

質
問

公
立
保
育
所
等
の
修

繕
に
つ
い
て
様
々
な
要
望
を

聞
く
が
、
そ
の
中
で
も
、
洋

便
器
の
増
設
や
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
が
進
ま
な
い
と
い
う
。

酷
暑
の
中
、
エ
ア
コ
ン
設
置

も
で
き
て
い
な
い
状
況
も
あ

る
と
い
う
が
、原
因
を
聞
く
。

答
弁

洋
便
器
の
増
設
は
、

大
規
模
な
改
修
工
事
と
な
り
、

市
有
建
築
物
保
全
計
画
の
実

施
年
度
も
踏
ま
え
た
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
優
先
順
位
を
つ
け
て

設
置
し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン

は
、順
次
設
置
し
て
い
る
が
、

電
気
容
量
に
課
題
が
あ
る
園

に
つ
い
て
は
、
扇
風
機
を
増

設
し
て
対
応
し
て
い
る
。

福
祉
事
業
所
の
指
導
監
査

適
正
執
行
で
き
る
体
制
を

質
問

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
へ
の
指
導
監
査
に
つ
い
て
、

２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
地

指
導
を
見
合
わ
せ
た
が
、
３

年
度
は
、
国
の
法
令
等
に
基

づ
く
頻
度
で
実
施
し
た
の
か
。

な
お
、
適
正
に
指
導
監
査

業
務
が
執
行
で
き
る
人
員
の

体
制
強
化
を
要
望
す
る
。

答
弁

指
導
監
査
を
実
施
し

た
件
数
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
対
象
約
２
２

６
施
設
の
う
ち
６
件
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
対

象
約
２
４
２
施
設
の
う
ち
４

件
、
社
会
福
祉
法
人
の
対
象

１２
法
人
の
う
ち
６
件
、
認
可

外
保
育
施
設
を
含
む
保
育
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
１
３
８
施
設

全
て
が
対
象
で
３８
件
で
あ
る
。

市立ひらかた病院隣接地に
移転した枚方市医師会館中央図書館

質
問

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト（
＊
２
）は
多
く
の
人
が
関

心
を
持
つ
一
方
、ひ
と
り
暮
ら

し
等
で
自
身
に
何
か
あ
っ
た

際
に
同
ノ
ー
ト
の
存
在
に
気

づ
い
て
も
ら
え
な
い
の
で
は

等
の
不
安
の
声
も
聞
く
。
他

市
で
は
、
終
活
情
報
を
登
録

す
る
こ
と
で
、
万
が
一
の
際

に
病
院
等
か
ら
の
問
合
せ
に

市
が
対
応
し
て
い
る
。
安
心

し
て
老
後
を
送
れ
る
よ
う
、

本
市
で
も
こ
う
し
た
支
援
を

す
べ
き
だ
が
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
同
ノ
ー
ト
を
、
ス

マ
ホ
等
で
書
き
込
み
で
き
る

も
の
に
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

身
元
保
証
や
死
後
事

務
に
係
る
支
援
等
と
同
様
に
、

今
後
、
他
市
の
取
組
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
関
係
部
署
等

と
の
協
議
を
進
め
た
い
。

ひとり親家庭
支援システム
漏
れ
な
く
周
知
し

利
用
拡
大
へ

質
問

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
に
向
け
、
４

年
度
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
応

援
ガ
イ
ド
と
ひ
と
り
親
相
談

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、改
め
て
仕
組
み
を
聞
く
。

な
お
、
対
象
者
に
漏
れ
な

く
周
知
し
、
利
用
拡
大
に
つ

な
げ
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

同
応
援
ガ
イ
ド
で
は
、

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
入
り

口
と
し
て
幾
つ
か
の
質
問
に

回
答
す
る
こ
と
で
、
数
分
の

所
要
時
間
で
そ
の
人
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
相
談

窓
口
を
案
内
で
き
る
。ま
た
、

同
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
直
接
、
相
談

支
援
員
に
相
談
が
で
き
る
。

防災備蓄品
一
元
的
な
管
理
に
向
け

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

質
問

防
災
備
蓄
品
の
う
ち
、

生
理
用
品
と
紙
お
む
つ
を
、

保
存
期
間
３
年
の
も
の
か
ら

１０
年
の
も
の
に
変
更
し
た
が
、

備
蓄
品
の
入
替
え
は
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

な
お
、
今
回
の
変
更
で
生

理
用
品
を
無
償
配
布
に
転
用

で
き
な
い
期
間
が
生
じ
る
こ

と
へ
の
対
応
や
、
備
蓄
品
の

廃
棄
ロ
ス
解
消
に
つ
な
が
る

在
庫
等
の
一
元
的
な
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
要
望
す
る
。

答
弁

同
備
蓄
品
は
、
３
分

の
１
ず
つ
を
３
年
間
購
入
し
、

そ
の
後
、
１０
年
を
経
過
し
た

も
の
が
発
生
す
る
年
度
に
購

入
を
再
開
す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問

水
道
管
路
は
市
民
生

活
に
お
い
て
大
変
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
が
、
水
道
管

路
の
法
定
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
割
合
を
示
す
本
市
３
年

度
の
管
路
経
年
化
率
は
２７
・

９８
％
と
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
の
に
対
し
、
管
路
更
新
率

は
０
・
６７
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
本
市
で
は
、
管
路
の

材
質
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
４０

年
と
す
る
法
定
耐
用
年
数
で

は
な
く
、
材
質
に
よ
り
更
新

基
準
年
数
を
設
定
し
て
い
る

と
い
う
が
、
同
年
数
を
基
に

し
た
場
合
の
３
年
度
末
の
管

路
経
年
化
率
を
聞
く
。

な
お
、
同
指
標
で
分
析
し

た
上
で
今
後
の
管
路
更
新
を

進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

平
成
２９
年
度
の
試
算

で
は
８
・
２
％
で
あ
る
が
、

全
国
的
に
比
較
で
き
る
一
般

的
な
指
標
で
は
な
い
た
め
、

算
出
し
て
い
な
い
。

結
婚
等
新
生
活
支
援
事
業

年
齢
要
件
の
緩
和
を

質
問

結
婚
等
新
生
活
支
援

事
業
の
補
助
件
数
は
、
元
年

度
と
比
べ
倍
増
し
て
い
る
。

特
に
３
年
度
は
補
正
予
算
を

組
ん
で
お
り
、
当
初
の
見
込

み
以
上
に
増
加
し
た
と
考
え

る
が
、
主
な
要
因
を
聞
く
。

な
お
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
定
着
や
晩
婚
化
の

傾
向
か
ら
、
年
齢
要
件
を
緩

和
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

事
業
周
知
の
成
果
が

徐
々
に
現
れ
て
き
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。
ま
た
、
２
年

度
に
申
請
額
が
予
算
額
に
達

し
た
た
め
、
補
助
金
を
交
付

で
き
な
か
っ
た
１６
件
を
３
年

度
の
補
助
対
象
と
し
た
こ
と

も
要
因
と
考
え
る
。

やすらぎの杜
火
葬
件
数
増
加
に
よ
る

待
ち
発
生
へ
の
対
応
は

質
問

市
立
火
葬
場
や
す
ら

ぎ
の
杜
の
火
葬
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
１
日
の
最
大

火
葬
件
数
１８
件
全
て
が
埋
ま

っ
て
希
望
日
に
火
葬
が
で
き

ず
、
待
ち
が
発
生
し
た
時
期

が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
考
え
か
。

答
弁

現
在
の
稼
働
状
況
や

今
後
の
火
葬
件
数
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
５
年
度
か

ら
５
年
間
の
次
期
指
定
管
理

期
間
は
、
１
日
の
最
大
火
葬

件
数
を
現
行
か
ら
２
件
増
の

２０
件
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

エンディングノート水道管路の更新工事

＊
１

ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン

ス
ク
リ
ー
ナ
ー
…
眼
科
検
査

機
器
。
数
秒
間
画
面
を
見
る

こ
と
で
、
近
視
、
遠
視
、
乱

視
な
ど
の
屈
折
異
常
や
斜
視

等
を
瞬
時
に
発
見
で
き
る
。

＊
２

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
…
自
分
の
最
期
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
、医
療
や
介
護
、

相
続
や
葬
儀
等
に
つ
い
て
、

希
望
す
る
内
容
を
書
き
記
し

て
お
く
も
の
の
こ
と
。

＊
３

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
…
要
介
護
状
態
と
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま

い
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
支
援
体
制
の
こ
と
。

＊
４

地
域
医
療
支
援
病
院

…
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療

提
供
、
医
療
機
器
等
の
共
同

利
用
の
実
施
等
を
行
い
、
か

か
り
つ
け
医
等
へ
の
支
援
を

通
じ
て
地
域
医
療
の
確
保
を

図
る
病
院
の
こ
と
。

＊
５

障
害
児
通
学
支
援
事

業
…
１
人
で
の
通
学
が
困
難

な
障
害
児
が
小
・
中
学
校
、

高
校
、
支
援
学
校
等
に
在
籍

し
、
保
護
者
等
が
就
労
や
病

気
な
ど
の
理
由
で
長
期
に
付

き
添
え
な
い
場
合
に
、
通
学

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し

て
通
学
を
支
援
す
る
制
度
。

＊
６

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

…
人
の
多
く
集
ま
る
ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
文
化
施
設
等
に
企

業
名
や
商
品
名
を
つ
け
る
権

利
の
こ
と
。
施
設
所
有
者
は

命
名
権
を
企
業
等
に
付
与
す

る
こ
と
で
資
金
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
命
名
権
を
獲
得
し

た
企
業
は
広
く
企
業
名
等
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
７

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス

…
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
１
人
で
外
出
す
る
こ
と
が

困
難
な
障
害
者
や
高
齢
者
を

対
象
に
、
通
院
や
買
物
、
施

設
へ
の
通
所
な
ど
の
移
動
手

段
を
提
供
す
る
も
の
。

＊
８

街
区
…
市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で

の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
↖

区 分 収益的収入 収益的支出
※３
純 利 益 前年度純利益

企
業
会
計

水 道 事 業 ６,４８７,６１５ ４,９２６,６８８ １,５６０,９２７ １,２７３,９１６

病 院 事 業 １２,２００,７７７ １０,６１４,２２８ １,５８６,５４９ ８３６,７４３

下水道事業 １２,１８１,０７０ １０,４７８,９２４ １,７０２,１４６ １,５００,２０２

区 分 歳 入 歳 出 翌 年 度
繰越財源

※１
実質収支

前 年 度
実質収支

※２
単年度収支

一 般 会 計 １６６,７８１,５２８１６２,７４２,３５７ １,６０１,８９４ ２,４３７,２７７ １,６８０,７２９ ７５６,５４８

特

別

会

計

国民健康保険 ４１,６８７,７４２ ４１,２０１,１９１ ０ ４８６,５５１ ７５３,８２８ ▲２６７,２７７

自動車駐車場 ８４,３６９ １９３,８５２ ０ ▲１０９,４８３ ▲１４８,４７７ ３８,９９４

財 産 区 ９３,４８６ ９３,４８６ ０ ０ ０ ０

介 護 保 険 ３５,３５８,８９５ ３４,４０５,７０６ ０ ９５３,１８９ １,１００,６２８ ▲１４７,４３９

後期高齢者医療 ６,９４５,９０９ ６,８７４,２８１ ０ ７１,６２８ ５９,４６５ １２,１６３

母子父子寡婦
福祉資金貸付金 ３９,７６４ １９,４６５ ０ ２０,２９９ １２,９９０ ７,３０９
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